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お問い合わせ 京都市PTA連絡協議会事務局
TEL.075 -801-4796

オープニング 〈10：20～10：30〉
● 吹奏楽演奏　下鴨中学校吹奏楽部

ステージ

● 京極・乾隆・翔鸞・伏見板橋・伏見住吉幼稚園児によるコーラス
● 西総合支援学校生徒による和太鼓演奏
● PTA 会員によるパフォーマンス
● 全員合唱

〈10：30～15：00〉

● ＰＴＡ・おやじの会活動コーナー（フリーマーケットもこちら！）
● 本のもり（読み聞かせ）コーナー
● 親子遊びコーナー（幼児対象）
● 総合支援学校製品展示・販売コーナー

〈11：00～14：30〉活動紹介・体験コーナー

● 白河総合支援学校によるパン・焼き菓子の販売
模擬店 〈11：00～14：30〉

第16回 京都市PTAフェスティバル第16回 京都市PTAフェスティバル

実行委員長挨拶
京都市の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、総合支援学校の全PTAが集う
このPTAフェスティバルは、今年で16回目を迎えます。
東日本大震災を契機に人と人との絆や、地域との繋がりの大切さを強く感じています。
～子どもたちのかけがえのない今と未来のために～、その要になっていくのが私たちPTAではないでしょうか。
　　　　やる気・こん気・元気！ の精神で！！
　　　　ひろげよう PTA の WA！ を合言葉に！！
多くの皆さまのご参加を 心よりお待ちしております。

おかげさまで16回
おかげさまで16回

第16回 京都市ＰＴＡフェスティバル実行委員長
富 樫 一 貴

みんなで食べて投票しよう！！

京都「おやじの会」連絡会10周年10周年
Ｏ－１グルメＯ－１グルメオーワン

グランプリ
カレーうどん、炊き込みご飯、ミニピザ、げんこつあめ、
焼き鳥、牛丼などおいしいものがいっぱい！！
カレーうどん、炊き込みご飯、ミニピザ、げんこつあめ、
焼き鳥、牛丼などおいしいものがいっぱい！！

PTA壁しんぶん
コンテスト
会場内で展示中
当日表彰状進呈

※上記以外にも多くの
コーナーを計画中で
す。また、内容は変
更する可能性があり
ます。

発行：京都市PTA連絡協議会・京都市教育委員会
お問合せ先：�京都市PTA連絡協議会事務局�

�TEL：075-801-4796
市P連ホームページ：http//www.kyoto-pta.jp/
メールアドレス：kyoto-pta@edu.city.kyoto.jp
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京 都 市

しんぶん

C
O
N
TEN

TS

親と子のこころの電話
☎075（801）1177

（だれでもお気軽にお電話ください。秘密は堅く守られます）
相談時間 ▼10：00〜16：30　
※火曜（祝日の場合は翌日も）日曜、祝日、年末年始は休み

NO.59

P.1	 ●			第16回京都市PTAフェスティバル「やる気	こん気	元気	みんなで広げようPTAのWA!」
P.2-3	 ●	各P連からのお知らせ
	 ●	小P連はぐくみ委員会・中P連親まなび委員会合同学習会　
P.4	 ●	京都市少年合唱団第54回終了演奏会の開催　●	市P連役員からの便り　
	 ●	京都市少年合唱団平成25年度体験入団　●	ほほえみネットを開始
	 ●	第69回指定都市PTA情報交換会	横浜大会開催!!
	 ●	なるほどトピックス！教えて、京都の教育



PTA職場開拓 京
都
市
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催職場開拓に向かう参加者 企業訪問時の心得の説明を聞く参加者

会
場
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

●�

私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
多
く
を
望
み
す
ぎ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
な
？
と
感
じ
ま
し
た
。

●�

子
ど
も
を
育

て
ら
れ
る
喜

び
を
感
じ
な

が
ら
、子
ど
も

と
成
長
し
て

い
け
た
ら
い

い
な
と
思
い

ま
す
。

な
ど

京都市 PTA しんぶん 第59号　平成25年（2013年）11月  ❷

小P連小
P
連
は
ぐ
く
み
委
員
会

中
P
連
親
ま
な
び
委
員
会

　
９
月
９
日
京
都
ア
ス
ニ
ー
４
F
に
て
、は
ぐ
く
み
委

員
会・親
ま
な
び
委
員
会
に
よ
る
合
同
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
4
0
0
名
を
超
え
る
た
く
さ
ん
の
参
加
者

に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
准
教
授�
木
原�

雅
子�

氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、『
イ
マ
ド
キ
の
子
ど
も
の
こ
と
知
っ

て
い
ま
す
か
？
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
っ
て
何
で
し
ょ
う

　
〜W

YSH

教
育
の
視
点
か
ら
〜
』と
の
演
題
で
、講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
を
常
に
持
っ

て
い
る
様
子
は
、い
つ
も
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
と

い
う
思
い
の
表
れ
で
、バ
ー
チ
ャ
ル
な
人
間
関
係
が
及
ぼ

す
影
響
は
、性
意
識・
性
経
験・
万
引
き
な
ど
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
と
い
う
統
計
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、リ
ア
ル
の
友
人
関
係
で
あ
っ
て
も
自
尊
心
が
低

い
傾
向
が
あ
り
、友
だ
ち
と
同
じ
格
好
を
し
た
り
、風
邪
で

も
な
い
の
に
マ
ス
ク
を
す
る
子
は
表
情
を
見
ら
れ
た
く
な

い
と
い
う
思
い
を
持
ち
、そ
う
言
っ
た
子
は
、友
だ
ち
と
つ

な
が
っ
て
い
る
け
ど
、友
達
を
信
頼
し
て
な
い
!!
と
い
う

統
計
結
果
に
は
驚
き
ま
し
た
。

大
人
と
の
関
係
で
は
、真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
先

生
が
い
る
か
？
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、リ
ア
ル
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ほ
ど
性
の
問
題
の
リ
ス
ク
が
低
い
。ま
た
そ

れ
が
家
庭
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
、リ
ア
ル
に
つ
な
が
っ
て

い
る
事
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、注
意
し
た
い

親
子
関
係
と
し
て
、過
保

護
で
あ
っ
た
り
過
干
渉
は

よ
く
な
い
と
言
わ
れ
、耳

の
痛
い
思
い
で
し
た
。

最
後
に
、「
便
利

な
時
代
に
な
っ
た

け
れ
ど
大
切
な
も

の
が
な
く
な
っ
て

な
い
？
こ
ど
も
が

生
ま
れ
た
瞬
間
の

あ
な
た
の
願
い
は

何
で
し
た
？
様
々

な
角
度
か
ら
見
て

も
、子
ど
も
た
ち
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、教
育
は
行
い

や
す
い
と
は
い
い
難
い
状
況
で
す
。た
だ
、大
人
の
本
気

の
取
り
組
み
は
、子
ど
も
に
必
ず
伝
わ
り
ま
す
。子
ど
も

の
未
来
は
、わ
れ
わ
れ
大
人
の
や
る
気
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。小
さ
な
こ
と
で
も
、参
加
者
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。各
地
域
／

各
学
校
の
子
ど
も
た
ち
全
員
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。」と
い
う
木
原
先
生
の
言
葉
で
講
演

が
終
わ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
関
わ
り
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

●
そ
の
子
ど
も
の
長
所
と
短
所
を
知
る
こ
と

●
そ
の
子
ど
も
を
そ
の
ま
ま
好
き
に
な
る
こ
と

●
子
ど
も
の
話
を
真
剣
に
聞
く
こ
と（
せ
か
さ
な
い
）

●�

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
危
な
い
こ
と
は
真
剣
に
叱
る

こ
と

●�

安
易
に
手
助
け
し
な
い
こ
と（
回
答
を
す
ぐ
言
わ
な

い
、自
分
で
考
え
さ
せ
る
）

今
、高
校
生
が一番
辛
い
こ
と
ト
ッ
プ
３

●「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
み
つ
か
ら
な
い
」

●「
将
来
に
向
け
て
、ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

●「
目
標
が
な
い
の
に
、勉
強
す
る
こ
と
」

8
月
28
日
京
都
市
教
育
相

談
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
京
都

市
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
前
に
支
部
ご
と
の
生
徒
会
が
集
っ
て
会
議

を
重
ね
た
活
動
報
告
、そ
し
て
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
大
人
も
交
え
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

小
学
校
で
す
と
、
P
T
A
や
教
師
が「
○
○

し
ま
し
ょ
う
ね
」と
方
向
性
を
き
め
て
児
童
に

実
行
さ
せ
ま
す
。

中
学
校
P
T
A
に
な
り
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、同
じ
よ
う
に
服
装

の
こ
と
や
授
業
態
度
な
ど
、「
大
人
か
ら
提
言

し
た
い
」こ
と
も
相
変
わ
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
の
日
の
サ
ミ
ッ
ト
の
生
徒
た
ち
の

中　 連Pだより

話
は
、「
ち
ゃ
ん
と
自
分
た
ち
で
問
題
を

把
握
し
て
取
り
組
も
う
と
し
て
ま
す
よ
」

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
し
た
。

彼
ら
が
最
後
に
掲
げ
た
テ
ー
マ
は「
見

直
す・実
行
す
る・継
続
す
る　
〜
自
分
が

行
動
し
な
い
で
誰
が
す
る
！
〜
」と
い
う

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。こ
の
言
葉
は

そ
の
ま
ま
私
た
ち
大
人
が
心
得
る
必
要
が

あ
る
も
の
で
す
。

最
後
に
校
長
先
生
の
挨
拶
で「
真
面
目

に
や
る
こ
と
は
か
っ
こ
い
い
こ
と
だ
」と

言
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。生
徒
が
自
分

た
ち
で
考
え
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
、注
文
や
干
渉
で
は
な
く
見
守
る
こ

と
で「
真
面
目
に
取
り
組
む
生
徒
会
か
っ

こ
い
い
ね
」と
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

合

たくさんの方に
お集まり

いただきました

白河総合支援学校
7月26日に、102名が34グループに分かれて110
社を訪問しました。

＜当日のアンケートからの参加者の声＞
3年間職場開拓に参加し、先生方のご苦労を改めて感じ

ました。今日の開拓が雇用につながらないかもしれません
が、こつこつと地道に白河のことを知ってもらうことが大
事だなと感じ、時間がかかっても一つでも実になってくれ
ればと思います。
子どもにも今日のことを伝えて、実習させていただけ

るありがたさを伝えようと思います。

鳴滝総合支援学校
8月22日、生活産業科始まって以来初めての

PTA職場開拓を行いました。初回ということで、
参加はPTA役員を中心とした保護者8名と教員
6名、3グループに分かれての訪問です。名刺交
換の練習、打ち合わせを経て出発。計13社訪問し
ました。
挨拶だけで終わった会社もあり、実習、雇用の

道の険しさを感じた一日となりましたが、保護者
と教員がともに取り組めたことは今後に向けて
大きな成果となりました。

はぐくみ・親まなび合同学習会講演される木原氏

総　 連P
だより

中P連

親
ま
な
び
委
員
会

は
ぐ
く
み
委
員
会

同
学
習
会

PTA職場開拓とは、子どもたちの
企業就職を実現するために、保護
者と教職員が一緒になって企業
を訪問し、実習や雇用の受け入れ
先を開拓する取組みです。



８月31日京都こども文化会館、9月1日京都
市呉竹文化センターにて「第9回親子人形劇鑑賞
教室」が行われました。
まず登場した奇妙なカラスに、客席ではあちら

こちらから子どもたちの泣き叫ぶ声。しかしその
後、カラスが躍るコミカルなダンスには大きな笑
い声が起こりました。
劇が始まると、まるで生きているかのように動

くお人形達の姿に、大人も子どもも釘づけになり
ました。主人公であるひきがえるのウォートンが
巻き起こす、愉快でハラハラドキドキの大冒険。
大人は童心に返り、子どもたちは自分の友達のよ
うにウォートンのことを応援していました。思わ
ず笑ってしまうシーンでは、親子が顔を見合わせ
て一緒に笑顔になる様子や、また、不気味なシー
ンに泣いてしまったお子さんを、抱きしめて安心
させようとするお母さんの様子が沢山見受けら
れ、会場は温かい空気に包まれていました。
親子で同じものを観て思いを共感する。そんな

当たり前のようで、日頃なかなか持てない貴重な
時間を過ごせたという方も多かったのではない
でしょうか。

行ってきました！ 生き方 探究館
9月27日生き方探究館で研修会を行いました。

当日は、68人の方に参加していただき、
「京都モノづくりの殿堂」や「スチューデントシティ」

などの施設を見学させていただきました。

生き方探究館の池上副室長や、中山指
導主事に、京都市の生き方探究教育など
について講義していただきました。

予定していたカ
レーライスは作れ
ませんでしたが、
仲間で食べるお弁
当は格別に美味し
かったです。

ワークショ
ップ 昼　食

. 記事 待賢幼稚園 近 藤   都 

日本PTA会長等表彰日本PTA会長等表彰
文部科学大臣・文部科学大臣・平成25年度平成25年度 PTA活動の振興に顕著な功績のあった団体及び 

個人の方が表彰されました。おめでとうございます。

（敬称略）

京都モノづくりの殿堂を見学！
スチューデントシティを見学！

色んな学校の方々との
ワークショップ。初めは堅
い表情だった皆さんも、た
くさんの意見交換で何か
つかみ取った様子で、最後
にはいい笑顔でした。

高　 連Pだより
幼　 連Pだより

８
月
21
日
、22
日
の
２

日
間
、「
第
63
回
全
国
高

等
学
校
P
T
A
連
合
会
大

会
」が
山
口
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。開
会
式
の
中
で
、

小
森
敦
子
元
日
吉
ヶ
丘
高
校

会
長
と
荒
木
泰
博
元
堀
川
高

校
会
長
が
文
部
科
学
省
か
ら

平
成
25
年
度
P
T
A
活
動
功

労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
、ま

た
、松
下
純
子
前
京
都
堀
川

音
楽
高
校
会
長
と
山
崎
晃
前

事
務
局
長
が
全
国
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
か
ら
平
成
25

年
度
役
員
等
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
の

下
村
博
文
氏
が「
日
本
の
教

育
の
再
生
」に
つ
い
て
基
調

講
演
さ
れ
、記
念
講
演
で

は
、福
田
靖
氏（
龍
馬
伝
、

H
E
R
O
、ガ
リ
レ
オ
、海
猿

等
の
脚
本
家
）か
ら
、“
夢
を

追
う
こ
と
、自
分
を
生
か
す

こ
と
～
龍
馬
伝
に
込
め
た

想
い
”を
テ
ー
マ
に
自
ら
の

体
験
を
熱
く
、楽
し
く
語
ら

れ
ま
し
た
。そ
の
あ
と
の
分

科
会
で
は
、「
学
校
教
育
と

P
T
A
～
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

職
業
観
」を
テ
ー
マ
に
４
校

の
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

10
月
19
日
、銅
駝
美
術
工
芸
高
等
学
校

で「
青
少
年
を
取
り
巻
く
サ
イ
バ
ー
犯
罪

の
現
状
と
対
策
」と
題
し
、京
都
府
警
察
本

部
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課　
近
藤
勇
二
氏

に
よ
る
講
演
を
受
講
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ホ
を
持
ち
、い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
Wi
―

Fi
回
線
を
介
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
よ
う
に
な
り
、

保
護
者
の
目
の
届
か
な
い
場
所
で
サ
イ

バ
ー
犯
罪
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、ひ
と
度
ネ
ッ
ト
に
情
報
を
流
す

と
削
除
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
な

ど
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

保
護
者
と

し
て
正
し
い

知
識
を
得
、

子
ど
も
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
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小　 連Pだより

第63回 全国高等学校
PTA連合会山口大会に参加

市高P人権研修会　実施

ウォートンと
　カラスのコンテスト

小 P 連 役員交流会
及び研修会

交流会に参加させて頂き、他校のPTA活動
において様々な取り組みや、学校・地域の方と
の連携などを知り学び励みになりました。

乾隆小学校PTA
はぐくみ委員　後藤　翠里　さん
総務　　　　　川口　りさ　さん

同じ気持ちで頑張っているたくさん
の方々との出会い、また明日からがんば
ろう！と思える充実した研修でした。

桂小学校PTA
はぐくみ委員　内田　和可子　さん

今年度は急遽、生き方探究館での
開催になりましたが、館内も見学で
き、他校の方と意見交換、交流を深め
られ、有意義な一日になりました。
	 二条城北小学校PTA会長

広報部会担当　久保川芳弘

優良PTA文部科学大臣表彰
御所南小学校PTA、花山中学校PTA

PTA活動振興功労者文部科学大臣表彰
久保田真由美、山名裕、荒木泰博、小森敦子

日本PTA会長表彰（団体）
下京渉成小学校PTA、大淀中学校PTA

日本PTA会長表彰（個人）
長屋博久（御所南小）、日下部潔（嘉楽中）、
清野嘉奈子（北総合支援）、松下純子（堀川音楽高）

日本PTA会長　特別表彰（日P65周年記念表彰）
寺石浩隆、谷口みゆき、青島廣高、金澤一晃、
俣野一博、菅野直行、塚原史郎、村島智、�
松井忠弘、寺内里香、和田雅博、來福千登勢、
城戸俊明、小倉誠一、國場淳

近畿ブロックPTA表彰（団体）
修学院第二小学校PTA、北野中学校PTA

近畿ブロックPTA表彰（個人）
髙橋京介（九条塔南小）、西村真理子（養徳小）、
潮紘子（北醍醐小）、久保優佳（市原野小）、田中純子（花山中）、
松島季代子（樫原中）、坂元富美子（安祥寺中）　

講義
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京都市少年合唱団
第54回修了演奏会の開催

「子どもは本来、本好きであるはずです。」
昨今指摘される子どもの読書離れは、情報環境の変化による本とふれあう

機会の減少等から、本の楽しさ・素晴らしさに気付いていないからではないで
しょうか？

そこで本市では、「子ども読書活動推進計画」を策定し、小学校で昨年度約
2 万 7 千名の児童が達成した「めざせ 100 冊！読書マラソン」や小中学校で
の「朝読書」、「学校図書館運営支援員の派遣」や「学校図書館大改造」等様々な
取組を行っています。

一方、家庭における読書習慣の定着も非常に大切であり、幼Ｐ連による
「親子で一緒に絵本を読もう！デー」活動に加えて、本市も「読み聞かせ」の重
要性について啓発するとともに、子どもたちに読んでもらいたい本のリスト

『本のもり』を市図書館にて配付しています。
現在、本市では「第 3 次子ども読書活動推

進計画（26 年度から 5 ヵ年）」を策定中であり、今
後とも、家庭・地域・学校が連携し、子どもたち
が多くの本に出会い心豊かに生きていけるよ
う、子どもの読書活動を推進してまいります。

子どもたちが本好きに
なるために

なるほどトピックス！

京都市少年合唱団は、この１年間の集大成、そして、入団以来様々な活動を続けてきた
中学３年生を送り出す演奏会として、標記演奏会を下記のとおり開催します。

来
年
9
月
い
よ
い
よ
京
都
市

で
第
70
回
指
定
都
市
情
報
交
換

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
皆

様
の
協
力
で
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
日
Ｐ
京
都
大
会
に
引
き
続

き
、
こ
の
大
会
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

70
回
と
い
う
節
目
の
大
会
に

掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
お

こ
し
や
す
京
都
　
出
会
い
　
ふ

れ
あ
い
　
ま
な
び
あ
い
　
～
子

ど
も
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い

今
と
未
来
の
た
め
に
～
」で
す
。

「
お
こ
し
や
す
京
都
」は
、
お
も

て
な
し
の
言
葉
。
聞
く
だ
け
で

京
都
の「
雅
」「
心
」「
和
」な
ど

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

指
定
都
市
情
報
交
換
会
と
い

う
大
会
は
、
日
Ｐ
大
会
の
よ
う

な
研
究
大
会
と
は
違
い
、
各
指

定
都
市
な
ら
で
は
の
問
題
や
取

組
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。

京
都
の
地
で
出
会
い
、
分
科

会
や
全
体
会
で
ふ
れ
あ
い
、
そ

し
て
ま
な
び
合
う
。
そ
の
要
に

私
た
ち
京
都
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
69
回
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

情
報
交
換
会
横
浜
大
会
が
、
8

月
19
日・
20
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

13
の
指
定
都
市
か
ら
、
約

１
０
０
人
の
参
加
の
下
、
3

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
た
グ

ル
ー
プ
討
議
や
、
慶
応
義
塾

大
学
大
学
院
教
授
前
野
隆
司

氏
の
記
念
講
演
な
ど
、
今
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
に
資

す
る
と
て
も
有
意
義
な
大
会

で
し
た
。

次
回
、
記
念
す
べ
き
第
70

回
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交

換
会
は
、
京
都
市
で
行
わ
れ
ま

す
。
現
在
、
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

情
報
交
換
会
京
都
大
会
実
行

委
員
会
で
は
、
各
都
市
の
活
動

に
つ
な
が
る
価
値
あ
る
情
報

日 時	 平成26年1月5日 日
	 開場

△

13:15　開演

△

14:00　終演予定
△

16:30

会 場	 京都コンサートホール　大ホール
演奏曲目	 瑞木　薫　　作曲　「星めぐりの歌」
	 千原　英喜　作曲　「雨ニモマケズ」　他
入場方法	 当日先着順・入場料無料（但し、未就学児は入場不可）
託 児 室	 幼児の託児室を設けます。（1人:1,000円、要予約、定員あり、先着順）
	 <対象年齢>　満1歳以上就学前まで
	 <申込期限>　平成25年12月16日（月）
	 <申 込 先>　京都市教育委員会　生徒指導課　TEL	075-213-5622
問 合 せ	 京都市教育委員会　生徒指導課　TEL	075-213-5622

京都市少年合唱団では、合唱に興味をもつ子どもたちが団員と共に歌う機会を設ける
ことで、合唱団の活動に対する理解を深めることを目的に体験入団を実施します。

京都市少年合唱団の子どもたちと一緒に、合唱の楽しさ・声を重ねる喜びを体験して
ください! 終了後には団員主催のクリスマス会もあります。

交
換
会
と
な
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

10 月 1 日から外出時における移動支援事業の 
制度を拡大し、ヘルパーの派遣による支援を実施します。

内　容 対象者

①余暇活動などでの外出時の移動支援 重度の身体障害（四肢障害などの全身性障害、視覚障害）、
知的・精神障害、難病のある小中高生

新
規

②放課後支援
　 対象者２～３人単位での放課後の 

見守り及び送迎

①
の
対
象
者
で
、

保護者が就労又は疾病等により昼間留守の家庭の 
①小５・６年生、
②総合支援学校以外に通う中学生他

③通学支援
　通学時の送迎

ひとり親家庭で、保護者が就労又は疾病等により通学
時の介助者がいない小中高生他

※１箇月当たりの上限利用時間数や所得に応じた利用者負担があります。

【相談・申込】 身体・知的障害のある子ども、身体障害
者手帳を所持する難病の子ども

お
住
ま
い
の
区
の

福祉事務所の支援（保護）課

精神障害のある子ども、身体障害者手帳
を所持しない難病の子ども 保健センター（支所）の健康づくり推進課（室）

【問合せ】京都市保健福祉局　障害保健福祉推進室　（TEL 075-222-4161）

入場料
無料

京都市少年合唱団
平成２５年度体験入団

参加費用
無  料

日　　時	 平成25年12月15日（日）　14:00〜15:30
会　　場	 京都市立京都堀川音楽高等学校（中京区油小路通御池押油小路町238-1）
	 ※地下鉄東西線	二条城前駅	2番出口から徒歩2分　市バス・京都バス	堀川御池	下車徒歩2分

対　　象	 京都市内在住の現在小学3〜6年生及び中学1年生の男女及びその保護者
内　　容	 合唱体験、練習見学、合唱団の紹介・説明　他
申し込み	 以下の内容を明記の上、FAXまたは電話での申し込み	
	 ・参加者の氏名、ふりがな、学校、学年、性別
	 ・保護者氏名、電話番号、保護者参加の有無（有る場合、人数）
	 ・体験入団後のクリスマス会（飲み物持参）の参加希望の有無
締め切り	 平成25年11月29日（金）
問合せ及び申込み先　京都市教育委員会　生徒指導課（TEL	075-213-5622　FAX	075-213-5237）

<参　考>	 体験入団後の流れ（市民しんぶん1月号に掲載予定）
	 団員募集　　平成25年12月16日（月）〜平成26年1月10日（金）
	 入団審査　　平成26年2月11日（火・祝）、15（土）のいずれかで合唱団が指定する日
	 （応募多数の場合は2月22日（土）にも実施）:京都堀川音楽高校

障害のある子どもの安心・安全な
放課後の見守り・通学時の送迎 ほ ネ トッほえみ を開始

京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

京
都
市
立
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

	
	

会
長　

富
樫　

一
貴

横
浜
大
会  
開
催
!!

第
69
回
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会

市
P
連
役
員
か
ら
の
便
り


